
 

 長かった年末年始、第５１次寿越冬闘争に参加

された仲間のみなさん、お疲れさまでした。 

 選挙イヤーだった２０２４年は、グローバルな

インフレ、物価高騰を背景に米、英、仏、韓国な

ど主要国の国政選挙で与党が敗北しました。アメ

リカ大統領選挙ではトランプ氏が返り咲き、国際

情勢の不透明感が深まっています。 

 この国でも物価高や低賃金による生活困窮、

「裏金」問題への怒りから、１０月の衆院選で自

公が過半数割れし、予算審議など衆議院の多数派

形成のキャスティングボートは国民民主党とい

う結果になりました。いわゆる「年収の壁」問題 

 

に耳目が集中していますが、この情勢をほんとう

に労働者、人民の生活改善に結びつけていくため

には、TV や SNS で政治をショーとして視聴、消

費するスタイルを脱し、私たち自身が声を上げ、

行動していくことが必要です。その意味でも、労

働組合の果たすべき役割はきわめて重要です。 

 今年も、すべての争議の勝利解決、全国一律最

低賃金１５００円の実現、労働法制改悪阻止、人

権を守りいかなる差別も許さない社会の実現に

向かって、神奈川県共闘は参加組合が一丸となっ

て全力で取り組みます。 

２５春闘では、政府・資本家団体の思惑を乗り 

 

越え官民でともに闘う地域春闘を追求し、大幅賃

上げと労働条件改善を勝ち取ります。 

 前議長川端勇次さんの志を受け継ぎ、ともに闘

いましょう。  

（副議長 吉良 寛） 
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２５年も労働者の生活と権利を守る闘いを！ 

JAL 争議の早期全面解決を!  

  ２０１０年の大晦日の解雇から実に満１４年が

過ぎようとしている昨年１２月２０日、JAL本社大

包囲行動が取り組まれた。集会主催の JAL争議の早

期全面解決をめざす実行委員会の呼びかけにより、

本社前には当該・支援の労働者６００人が結集、神

奈川県共闘からも２桁の仲間がこれに参加した。集

会は実行委員会を代表して、神奈川連絡会のメンバ

ーでもある宮垣さんの挨拶で始まった。続いて街宣

車の壇上に立った、立民・福田衆議院議員は大晦日

の解雇や ILOも勧告している被解雇者の優先雇用

を実施しない JAL経営陣を強く非難した。２人目の

社民・大椿参議院議員は JALを筋金入りの不当労働

行為企業と名指し、直ちに誠実な団体交渉を行うよ

う強く求めた。これに続き、愛知など五つの地方支

援組織から早期解決を求める発言があり、JHUに加

入した現役客室乗務員組合員からは「ものを言える

職場の実現と争議解決を強く求める」との発言があ

った。当該被解雇者からは山口委員長ほか４人から

決意表明があり、最後は団結がんばろーで寒風の中

の集会は終了した。  
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【JAL本社前行動参加】 

「長丁場越冬から新しい年へ」第５１次寿越冬闘争報告 

                                                寿日雇労働者組合  近藤 昇 

 今第５１次寿越冬は行政機関の年末年始閉庁期間が９日間に及ぶという状況下、2024年 12月 29

日から 2025 年 1 月 6 日朝までの長丁場の取り組みとなった例年のことではあるが、この期間中困

窮状態に陥っても行政窓口は何処も開いていないのであり、極寒の中、路上で命を落としかねない

困窮者が毎年大勢いるのだ。われわれの越冬はひとりの死者も出さず冬を越え春に向かう文字通り

命を守る闘争なのである。 

今次越冬は 12 月 15 日のオリエンテーションからスタート。21 日から数日間の防寒設備を施し

たテントや厨房の設置（これは寿町住人に中心となって担ってもらったのでスムーズに進んだ。）

を経て２９日からの本番スタートとなった。長期にわたる取り組みにもかかわらず期間中の支援や

ボランティア参加者は９００人を超え、中には広島、高知などからの参加者もあった。 

越冬中は、ほぼ毎日炊き出し、パトロールが取り組まれ、炊き出し食数は４～５００食、パトロ

ールで路上で出会う人は寿・関内横浜駅広域の３コースで、４０～５０人だった。これは横浜市が、

休庁期間中寿のドヤを６０室借り上げ、そこを利用した路上生活者でほぼ満杯となったことも合わ

せ比較的寿に近い地域で約１００人の路上生活者がこの厳冬気にも関わらず夜を外で過ごしてい

ることがわかる。彼らの中から１人の死者を出すこともな

く越冬終了を迎えることが出来たのでホッとしたのが正直

なところである。 

また、県共闘の仲間たちをはじめ、各種相談（労働、法

律、医療、生活）が相談先に困る仲間たちの支えとなって

いたこともきちんと評価しておかねばならない。特に県共

闘の仲間による「労働喫茶」も寿公園の中に良い雰囲気を

醸し出していたことを強調しておきたい。とまれ、今年も

１年が始まった。県共闘の皆さん越冬支援ありがとう!そし

てまた一緒に闘いましょう!                【労働相談ブース前にて】 

 

20２５年春闘学習会のご案内 

全国一般労働組合全国協議会委員長の大野隆さんを招き、２０２５春闘学習会を開催します。

労働者、労働組合は、安心で安全な生活のため、活力ある生活の実現のため連帯した闘いが求め

られています。まずは学習から・・・ぜひともご参加を！ 

日時 １月３１日（金）18:30～                      場所 神奈川労働プラザ第１・２会議室 


